
①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

高校 ＳＳＲＡ・ＳＳＲⅠ                          

 

Ｃ ３ 「Ａ （人 能）」 計 （ ３ ） 

 

 

考：Ｃ クリティカルシンキングトレーニング 

ＳＳ ＳＳ Ⅰ の ・期 る よ  

  情報活用や， 科科目の を えた内容を ，論理的思考力・批判的思考力を ことで，課題研究を た

の基礎的技能と思考力等を身に ける。 

 

「Ｃ 」 

・論理的思考力・批判的思考力を た のプログラムを 校体 で実 する。 

・ を ， に対しての らの考えを し， れを グループで発表し すると を 数

る。 

・ の 度， の に対して 数 科の が なる での解 を ， 的・ 的， 的な で

象をとらえる力を 。 

・ を実 に ことで表 力や論理的思考力を向上 る。 

・発表では「 Ｃ デル」を活用したルー リックにより生徒 での を 。 

・ ン プトマップ， ィッシュ ーン等の思考ツールを用 た思考スキル，また， 等，発 の発 の

を学 。 

・ は 語科， ・ 科，数学科，理科，英語科， 科な 数 科が連携して 成する。 

 

  

 

Ｃ の での の位 け 

Ｃ の３ 目の である。１ 目は き に て 語の からの が れた。 

２ 目では 科 理科（生 ）の から「生 理」に ての に対し 実 に 論

を を った。 は のテーマに対し 論を をする。 

 

 

内容の  ： Ａ （人 能）に する文 を とにして 論を 。 

   （１ 目） 論を にあたって 語科，数学科の から考えるた の情報を学 。 

   （２ 目）実 に 論を 。（6 から 8 ） 

   （２ 目～３ 目） きあがった 論を に で し， する。 

 

 

 上の  

Ａ （人 能）に ては の人が れを推進する や 対する を て る。

らの に 理 があり らか けの が し と よ な 論が て る 題で

はな 。また 技術的にこの のよ に進 して のか な 分 。生徒の

的な のであると考えられる。 

の では 論を学 の題材として の を とに 論を よ に して

るが 人の や考え な により 分の とは なる あることに た 。また

本 を通して これから られる人材・能力な に て 考える とした 。 
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①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

〇課題文 Ｃ ３ １と  

 「Ａ で はな ならな 」 

 人 （ ー・ ー ストラテジー ィサー）の論考 

 イン ー ット  ジ スインサイ ージャ ン ２ １７年２月１４  

 

 

〇 考 Ｃ ３ ２ 論のた の Ｃ ３ ３と  

 「 成２ 年 情報通 」（ ） 

 「Ａ （人 能）まる かり」（ ・ 文 ） 

 「人 能がよ～ かる本」（ システム） 

 「数理科学」（サイエンス ） 

の 新の新  

 

 

〇 に て 

   に生徒は き・ 表・ を する。この で は する。 

 

の イント 

 す ての が れて る。 

 生徒からの の を 考にする。 

     は を ， れた イントが れて るのか する。 

     できる け 生徒に する。  ート リ               

 

 

考 より  

 
の研究 

・ 『ＳＳＲＡ』，『ＳＳＲＢ』，『ＳＳＲＣ』と 新たな学校設定科目を設 す
るにあたり， の研究 実 する。 

・ に て主体的に学び ける人材を育成するた に， を する。 
・ 本校で第２期 定期 に 成した学校 のルー リックを用 て，課題研究

発表会な での生徒による ・ を実 する。 
・ ート リ に して ， イルを活用して や に する の

や による の を す 組を ける。 
・ のＳＳＨ 定校の「ルー リック」や「 ート リ 」な な

に て をしながら，本校の を する。 
・ ，これらの に えて「 Ｃ デル」を活用した の研究を 。

「 Ｃ デル」は ( eas)：基礎的 ，Ｃ( ec s)：基礎的 の
ながり， ( e s s)： の 用の３ の なるレベルでの を とに Ｃ

ーマンス・ス ン ー 表を 成し， と学 の に て活用する
のである。 

・ これらの な を活用することで，き か 研究 と生徒 人 人
の課題解決力の 実な を図る。 

・ に する 研 を からの講 を て定期的に実 する。 

 

  

33



①ＣＴＴ３「AI」授業計画 

ＣＴＴ３ （ はクラス とに 語科と数学科の で決 た が進 する） 

 

１ 目（55 分） 

目 内容  

 

（2 分） 

 主に 語 

の内容目的の  

「 論することで論理的に を考える力を

ことが目的」 

「考える材 としてＡ （人 能）を 用す

る」 

「この課題は 成の の人と 対の の人

が て， らの考えの人の考え れ

る き のである」 

「 は 論を考えるた に の を

するが， な にはこれを 会に の主

に を けて し 」 

 

課題文：「Ａ で はな ならな 」（ ジ

スインサイ ージャ ン） ３  

では れた課題文に対

しての 論を が，決して課

題文の考え が って ると

ことを えよ として る

のではな ことを にする。 

 

の ック 

１ 

（15 分） 

 主に数学 

数学科の が「Ａ （人 能）」に ての

基礎 のプリントを よ に する。 

３ ３ ３ ３

 付 内容の イント： 

・Ａ （人 能）とは 

・ のよ な技術か 

・ 用 な  

数学科の がＡ に て する。 

 

 

２ 

（1 分） 

主に 語 

各 で課題文 ３ を 。 

課題文の理解を ける を解 。 

 

３ 

（15 分） 

語 

数学 

語科の が「Ａ 」に て課題文

３ に対する を 。 

数学科の が の り ３ ３に

ての を 。 

 

４ 

（1 分） 

主に 語 

・４人 度のグループを って に の

内容を理解できて るのか し 。 

・ のよ な 論が考えられるのかを し

プリント ３ ３に する。 

・ 表グループに のよ な が たのか

する。 

の質 け付ける。 

が りな は 次 ま

でに各 で考えて よ に

する。 

まと  

（3 分） 

主に 語 

次 の内容の  

この に基 て 論を ことを  

らに 分 身で を て

ること する。 

の対 ： を し，次 までに各 で で よ に する。  
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２ 目 

目 内容  

 

（5 分） 

の を する。 

が イルに られて ることを す

る。 

用 と 用 を する。 

用 は きの 8  

 

１ 

（45 分） 

論を 。 

実 に 用 （ 付） ３ に 論を

て る。        

CTT1（書き方）と同様のもの 

論理的に 論すると ことを

する。 

った生徒には し

て ることや の イントを

踏まえて るのかを

る。 

大 イマーで 表 する。 

まと  

（5 分） 

次 は グループ内で に しあ ことを

する。 

き らな 生徒は期限まで

に て るよ に する。 

の対 ： を とに，次 までに を 成するよ に する。  

 

 

 

 

 

 

３ 目 

目 内容  

 

（2 分） 

の で た があることを 。 

論理的に 論することを する。 

た を れてきた生徒に

ては の けを

。 

１ 

（3 分） 

4 人 組のグループを る。 

グループ内で に論文を あ ， する。 

 

用 と 表を ットにしてグループ内の

分 の人に す。 

で する。（6 分 1） 

に を実 する。（6 分 1） 

な で ま グループを

れな にはグループを解体

て の組に り る。3 人

上の を に れるた 。 

 

大 イマーで 表 する。 

２ 

（2 分） 

分 身の を とに する。  

まと  

（3 分） 

・ 表・ を 1 組にして する。 

 

が らな には 1

内に に すること

を する。 
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課題 、 を の に な

  課題文の主 は のよ なことですか。 

  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の の

 ２ 目の では課題文に対して 論を きます。グループで の に て かったこと

からなかったことを 理して 論を けるよ に をしまし 。 

 の 能性の に には のよ な力が になりますか。また の 育は

の力を って ると えるか考えて て 。 

 

  の 能性が高 と は れ れ のよ な がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 論を た に 分で を探すな の をしてきて 。 

 ２ 付したプリントは ル ーに て 次 の に して 。 
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課題 、 を の に な

  課題文の主 は のよ なことですか。 

  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の の

 ２ 目の では課題文に対して 論を きます。グループで の に て かったこと

からなかったことを 理して 論を けるよ に をしまし 。 

 の 能性の に には のよ な力が になりますか。また の 育は

の力を って ると えるか考えて て 。 

 

  の 能性が高 と は れ れ のよ な がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 論を た に 分で を探すな の をしてきて 。 

 ２ 付したプリントは ル ーに て 次 の に して 。 

反論の型

○反論の型を参考に、反論を書いてみよう。

私は、筆者の意見に反対である。 【自分の立場の表明】

筆者は、

【事情（問題）の説明】

ＣＴＴ３－３「①課題文の主張」をもとに筆者の主張をまとめよう。 【反論する箇所の引用】

と主張している。

しかし、この考えはおかしい。 【反論】

ＣＴＴ３－３「反論のための資料」や自分で調べたことをもとに反論を書こう。

このように考えて、私は筆者の主張に反対する 【まとめ】
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３「 人 」  1 年（  ）組（   ）  （                ）       
                                1 年（  ）組（   ）  （                ） 

Ｉ(Ideas)  

基礎的知識 

Ｃ(Connections) 

基礎的知識間のつながり 

Ｅ(Extensions) 

知の応用 

用 の  

き な  

し 用 の ができる。 

「 である」体である。 

を って る。また， が論理を

するのに である。 

１ 目で学 したことが生か れて， 論の文

が かれて る。 

を る

論理的な のできる が

れて るか。 

をあ て る。 を に解 して論理的に して る。 分 身の考えを に な て して る。 

を る

論に て の考えを にまと て る。 の考えに て論 できて る。 分の考えが論理的に れて る。 

を る

人 能に する ・理解 人 能に する用語が に れて

る。 

人 能に する を とにして して

る。 

内で学 人 能に する に

身が学 してきたことを とに して る。 

を る

グラ の り グラ の りができる。 グラ の りを 論に活用して る。 身の考えと りを な て して る。 

を る

ント   計       3  

 

                                1 年（  ）組（   ）  （                ） 

Ｉ(基礎的知識) Ｃ(基礎的知識間のつながり) Ｅ(知の応用) 

用 の  

き な  

し 用 の ができる。 

「 である」体である。 

を って る。また， が論理を

するのに である。 

１ 目で学 したことが生か れて， 論の文

が かれて る。 

を る

論理的な のできる が

れて るか。 

をあ て る。 を に解 して論理的に して る。 分 身の考えを に な て して る。 

を る

論に て の考えを にまと て る。 の考えに て論 できて る。 分の考えが論理的に れて る。 

を る

人 能に する ・理解 人 能に する用語が に れて

る。 

人 能に する を とにして して

る。 

内で学 人 能に する に

身が学 してきたことを とに して る。 

を る

グラ の り グラ の りができる。 グラ の りを 論に活用して る。 身の考えと りを な て して る。 

を る

ント   計       3  

 

３                                1 年（  ）組（   ）  （                ） 
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ント   計       3  

 

                                1 年（  ）組（   ）  （                ） 
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を る

人 能に する ・理解 人 能に する用語が に れて

る。 

人 能に する を とにして して

る。 

内で学 人 能に する に

身が学 してきたことを とに して る。 

を る

グラ の り グラ の りができる。 グラ の りを 論に活用して る。 身の考えと りを な て して る。 

を る

ント   計       3  
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